




























ではない点である。授業では，1920 年代から 1960 年代までのアメリカの映像を提示して，その
背景を解説する。1950 年代に若者文化としてロックが流行った背景には，当時のアメリカの急速
異文化理解のための「英米音楽文化論」















ドがロサンゼルスに誕生したのは 1955 年。50 年代後半にはテレビ普及率は 90％に達した。音楽
に関わる技術革新については，33 回転レコード（コロムビア社）の発売が 1948 年，45 回転レコー



































































































⑦全体的満足度，の計七項目があり，どの項目も 5 点満点で評価される。参考までに 2016 年度の
本授業の評価を項目毎に記すと，①「授業目標の明確さ」は 4.26，②「授業の理解度」は 4.14，③「授
業への工夫」は 4.11，④「聞き取りやすさ」は 4.39，⑤「集中できる雰囲気」は 4.19，⑥「自己

























第十三回「研究発表 1」，第十四回「研究発表 2」，第十五回「研究発表 3」であった。
2 2016 年度の定期テストにおいて，語群 A（音楽関係）に挙げたキーワードは，「ボブ・ディラン」，
「ジャニス・ジョプリン」，「ローリング・ストーンズ」，「ウィー・アー・ザ・ワールド」，「サイ
ケデリック・ロック」，「パンク・ロック」の六つ。語群 B（社会・文化関係）に挙げたキーワー
ドは，「アメリカの黄金の 50 年代」，「ベトナム戦争」，「アメリカ公民権運動」，「ウッドストック・
フェスティバル」，「ビート・ジェネレーション」，「現代アメリカを取り巻く情勢（政治・経済問
題など）」の六つであった。
3 ジョン・レノンの発言の前後を引用すると，「キリスト教はなくなるよ。いつか衰えていって消
えるだろう。そんなことあれこれ論じる必要もない。僕の言ってることは正しいし，いつか正し
いことが証明されるはずだ。今の僕らはキリストより人気がある。ロックン・ロールとキリスト
教と，どっちが先にすたれるかはわからないけど。キリストそのものには問題なかった，でも彼
の弟子たちが頭の悪い凡人だったんだよ。僕に言わせれば，彼らがキリスト教をねじ曲げて堕落
させたんだ。」（223）である。「今の僕ら」という限定的な表現や，キリスト自体を否定してい
ない点から，レノンは，現代のキリスト教のあり方に対して疑問は持っているが，それをもって
全面的にキリスト教を批判しているわけではないことが理解できる。
4 すでに挙げたものの他に，アンケート自由記述には「洋楽が好きで，自分の知らない洋楽の歴史
がしれてよかった。」，「アメリカ，イギリスの音楽史を学べて良かった。」，「知らない洋楽を聴け
て知る事ができよかったです。」，「音楽に興味があったので楽しかったです。アメリカの昔の音
楽事情がしれてよかった。」，「昔のロックなど音楽の歴史をしれたのが良かった。」，「音楽につ
いて，もっと知る事が出来，前のヒット曲などを知れたのでこの授業を受けてよかったです。」，
「色々なことを学べたと思う。」といった授業内容に関する肯定的な評価が多かった。授業で毎回
289
ノートを取らせる授業の方法については，「ノートの取り方など今後活かせることを学びました。」
という肯定的な評価があった。ただし，研究発表については，「発表するのはいいんですが，発
表内容が薄すぎて質問すら思いつかないし，きちんと発表の仕方を教えてから生徒に発表させた
ほうがいいと思う。ただネットで調べたことだけを発表されてまとめや考察がほとんど見受けら
れない。」と辛口のコメントもあった。研究発表までの段階的な指導を授業に組み込むとともに，
研究発表の仕方を学ぶ「初年次セミナー」との連携も，今後の課題であろう。
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